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防
災
へ｢

ペ
ッ
ト
の
会｣

設
立

住
民
有
志

　避難
所
へ
の
同
行
環
境
整
備

鶴見区　鶴
見
駅
周
辺
の
鶴
見
中
央

地
区
で
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト

対
策
を
目
的
と
し
た
住
民
有

志
に
よ
る
「
鶴
見
中
央
地
区

ペ
ッ
ト
の
会
」
（
俵
奈
美
子

会
長
）
が
発
足
し
た
。
災
害

時
に
安
心
し
て
同
行
避
難
で

き
る
よ
う
に
ペ
ッ
ト
と
飼
い

主
た
ち
が
日
頃
か
ら
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
き
、
助
け
合

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
。

　同
会
の
発
足
は
、
２
０
２

４
年
11
月
に
同
地
区
で
あ
っ

た
地
域
防
災
拠
点
訓
練
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

飼
い
主
も
顔
見
知
り
に

　横
浜
市
は
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
に
備
え
、
各
地

の
地
域
防
災
拠
点
で
対
策
を

進
め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。
同
地
区
で
も
訓
練
で
同

会
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
も
多
い
。
そ
こ
で
、

加
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

地
域
住
民
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
る
よ
う
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、

同
会
の
立
ち
上
げ
を
決
め

た
。
ま
た
、
防
災
拠
点
運
営

委
員
の
毎
月
の
会
合
で
は
、

訓
練
で
課
題
と
し
て
挙
が
っ

た
衛
生
管
理
や
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
、
多
岐
に
渡
る
ペ
ッ
ト

へ
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
続
け
て
き
た
ほ
か
、
６

月
に
発
足
し
た
「
鶴
見
区
災

害
時
ペ
ッ
ト
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
も
参
加
し
、
情

報
共
有
を
図
る
。

ペ
ッ
ト
の
名
刺
を
作
成

　同
会
は
ペ
ッ
ト
や
飼
い
主

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

ペ
ッ
ト
の
「
写
真
付
き
名

刺
」
を
作
成
す
る
。
参
加
者

同
士
で
交
換
し
て
親
睦
を
深

め
る
と
同
時
に
、
避
難
時
の

識
別
用
や
受
付
管
理
に
も
活

用
す
る
予
定
だ
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
の
備
蓄

も
共
同
で
行
い
、
飼
い
主
同

士
で
助
け
合
え
る
体
制
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

会長を務める民生委員の俵さん

行
避
難
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
見
知
ら
ぬ
犬
同
士
だ
と

緊
張
し
て
鳴
き
声
が
続
く
な

ど
の
課
題
が
見
ら
れ
た
。
一

方
で
、
ペ
ッ
ト
防
災
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
む
団
体
「
鶴

見
レ
ス
キ
ュ
ー
パ
ウ
ズ
」
が

連
れ
て
き
た
ペ
ッ
ト
は
、
顔

見
知
り
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
問
題
は
起

き
な
か
っ
た
。

　同
会
発
起
人
で
会
長
を
務

め
る
民
生
委
員
の
俵
奈
美
子

さ
ん
は
「
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト

同
士
や
飼
い
主
さ
ん
た
ち
が

顔
見
知
り
に
な
っ
て
お
く
こ

と
が
重
要
と
感
じ
、
拠
点
運

営
委
員
の
有
志
を
中
心
に

『
ペ
ッ
ト
の
会
を
立
ち
上
げ

よ
う
』
と
い
う
話
に
な
っ

た
」
と
語
る
。

　た
だ
、
鶴
見
中
央
地
区
は

マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
、
自
治

　地
域
活
動
の
担
い
手
を
発
掘
し
よ
う
と
、
栄
区
は
２
０
２
３
年
か
ら
「
連
合
自
治

会
町
内
会
対
抗
焼
き
そ
ば
大
会
」
を
行
っ
て
い
る
。
区
内
７
連
合
自
治
会
町
内
会
が

焼
き
そ
ば
を
作
り
、
味
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
だ
。
大
会
前
に
講
座
を
開
き
、
人
材
を
集

め
る
仕
組
み
だ
が
、
そ
の
後
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

た
だ
、
若
い
世
代
が
活
動
に
参
加
す
る
好
事
例
も
あ
り
、
試
行
錯
誤
が
続
く
。

行事で焼きそばを作る湘南桂台自治会のメンバー

連
合
町
内
会
対
抗
で
大
会

　栄
区
は
市
内
で
も
高
齢
化

率
の
高
い
地
域
。
自
治
会
町

内
会
関
係
者
か
ら
は
「
担
い

手
が
不
足
し
、
活
動
に
影
響

が
出
て
い
る
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
る
。
区
は
こ
れ
ま

で
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
な
ど

を
行
い
、
地
域
活
動
へ
の
参

加
を
促
す
取
り
組
み
を
進
め

考
案
し
た
。
焼
き
そ
ば
を
選

ん
だ
の
は
、
調
理
に
馴
染
み

が
あ
り
、
参
加
の
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
と
考
え
た
た
め
。
ま

た
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
が
市

職
員
の
働
き
か
け
か
ら
「
餃

子
で
町
お
こ
し
」
を
行
っ
た

こ
と
を
例
に
、
将
来
的
に
焼

き
そ
ば
が
地
域
の
名
物
に
な

る
こ
と
も
期
待
し
た
。

育
成
講
座
で
交
流

　夏
に
「
焼
き
そ
ば
名
人
育

成
講
座
」
を
開
き
、
冬
に
大

会
を
行
う
。
大
会
で
焼
き
そ

ば
を
作
り
た
い
人
は
ま
ず
、

夏
の
講
座
に
参
加
。
自
分
の

住
む
地
域
の
町
内
会
関
係
者

な
ど
か
ら
作
り
方
を
習
い
、

同
時
に
交
流
を
深
め
る
。
そ

し
て
、
冬
の
大
会
で
は
チ
ー

ム
と
し
て
共
に
調
理
を
行

い
、
さ
ら
に
関
係
を
強
化
し

て
い
く
。
こ
の
過
程
を
通

じ
、
参
加
者
は
地
域
活
動
に

関
わ
り
や
す
く
、
町
内
会
関

係
者
は
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

を
要
請
し
や
す
く
な
る
こ
と

を
想
定
し
た
。
ま
た
、
翌
年

以
降
は
町
内
会
関
係
者
と
し

て
講
座
に
参
加
す
る
。

　今
年
は
取
り
組
み
３
年

目
。
７
月
５
日
の
名
人
講
座

に
は
35
人
が
参
加
し
た
。
大

会
は
11
月
24
日
の
予
定
。

定
着
は
依
然
課
題

　講
座
に
は
例
年
30
～
40
人

が
参
加
す
る
。
区
担
当
者
は

「
ち
ょ
う
ど
良
い
人
数
」
と

し
な
が
ら
も
、
「
講
座
参
加

後
、
実
際
に
地
域
活
動
を
し

て
い
る
人
が
少
な
い
」
と
の

課
題
を
挙
げ
る
。
そ
も
そ

も
、
「
大
会
で
焼
き
そ
ば
を

焼
く
こ
と
」
や
「
参
加
賞
の

タ
ッ
チ
ー
く
ん
（
い
た
ち
川

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
）
柄

の
エ
プ
ロ
ン
を
も
ら
う
こ

と
」
を
目
的
に
参
加
す
る
人

も
い
る
。
「
講
座
後
も
町
内

会
側
が
積
極
的
に
地
域
活
動

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
つ

な
ぎ
と
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

図
っ
て
ほ
し
い
」
と
継
続
的

な
関
係
維
持
を
期
待
す
る
。

関
係
維
持
が
必
要

　一
方
、
あ
る
連
合
自
治
会

町
内
会
会
長
は
「
参
加
を
呼

び
か
け
た
く
て
も
、
焼
き
そ

ば
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
が
な

い
」
と
こ
ぼ
す
。
す
で
に
担

い
手
不
足
で
地
域
行
事
を
取

り
止
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
た
め
だ
。
「
必
要
な
時
に

は
連
絡
を
取
れ
る
。
こ
う
し

た
人
が
増
え
れ
ば
、
イ
ベ
ン

ト
復
活
も
あ
り
得
る
。
大
会

は
担
い
手
不
足
解
消
に
有

効
」
と
い
う
も
の
の
、
年
２

回
の
区
主
催
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
関
係
性
を
維
持
で
き
る
か

は
不
透
明
だ
。

　区
が
講
座
後
に
参
加
者
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
新
し
い
人
が
入
り
に
く
い

雰
囲
気
が
あ
る
」
、
「
も
う

少
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
れ
る
時
間
が
あ
る
と
い

い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
町

内
会
側
と
参
加
者
の
関
係
性

の
構
築
が
必
要
な
こ
と
が
伺

え
る
。

活
動
参
加
の
成
功
例
も

　そ
の
中
で
人
材
の
定
着
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

本
郷
中
央
連
合
町
内
会
自
治

会
の
湘
南
桂
台
自
治
会
で

は
、
名
人
講
座
後
、
５
人
が

地
域
活
動
に
関
わ
る
。
同
会

副
会
長
と
５
人
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
を
作
成
。
同
会
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
（
年
２
回
）

で
焼
き
そ
ば
作
り
を
行
う
の

は
も
ち
ろ
ん
、
要
請
が
あ
れ

ば
連
合
内
の
他
の
町
内
会
行

事
に
〝
出
張
〟
し
て
調
理
を

行
う
。
区
主
催
イ
ベ
ン
ト
を

含
め
て
活
動
は
年
６
回
。
参

加
す
る
25
歳
の
男
性
は
「
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
が
多
い
こ

と
で
、
関
係
性
が
で
き
て
参

加
し
や
す
く
な
る
」
と
活
動

に
満
足
し
て
い
る
様
子
だ
。

　「
焼
き
そ
ば
」
が
地
域
活

動
へ
の
一
歩
と
し
て
根
付
き

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
参
加
者
と
町
内
会
と
の

付
き
合
い
方
は
地
域
に
よ
り

ま
ち
ま
ち
。
区
と
町
内
会
が

〝
次
の
ス
テ
ッ
プ
〟
を
模
索

す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

て
き
た
が
、
講
座
参
加
だ
け

で
は
町
内
会
と
の
強
い
関
わ

り
を
得
ら
れ
ず
、
実
際
の
活

動
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　そ
こ
で
区
は
23
年
に
地
域

活
動
へ
の
参
加
意
欲
が
あ
る

人
と
町
内
会
を
結
ぶ
手
段
と

し
て
「
焼
き
そ
ば
大
会
」
を

取り組み３年目 成果半ば

｢焼きそば｣で担い手発掘栄 区

タウンニュース横浜デジタル版は、自治会町内
会や地域活動などに関する情報を月1回程度お
届けします。皆さまの活動に役立つような話題を
提供していきます。
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自治会町内会向けの防犯・防災グッズを製作
タウンニュース社では、自治会町内会向けにさまざまなグッズの製作を行っています。人気は「防災ボト
ル」。災害発災時に役立つホイッスルやＬＥＤライトなど６点がボトルにまとまっています。ほかにも、
玄関先に掲示して周辺の住民に無事を知らせる「安否確認タオル」やドアや窓に貼れる「防犯ステッ
カー」などを揃えています。いずれも、町内会名を入れられます。地域の担当者が迅速・丁寧に対応する
サービスの良さも好評です。問い合わせはタウンニュース社営業推進部☎045-913-4141。 Ｔシャツなども

防
災
ボ
ト
ル

安
否
確
認
タ
オ
ル

防犯ステッカー

タウン自治会

不審者
警戒中

見つけ次第、110番 通報します。

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
紹
介

町
内
会
向
け
、
市
が
９
月
21
日

　
自
治
会
町
内
会
の
活
動
に

役
立
つ
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

展
示
・
相
談
会
が
９
月
21
日

㈰
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
、
横
浜
市
役
所
１
階
ア

ト
リ
ウ
ム
で
行
わ
れ
る
。
横

浜
市
の
主
催
。

　
市
は
町
内
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
支
援
し
よ
う
と
、
昨
年

度
、
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
提

供
す
る
事
業
者
・
団
体
と
協

定
を
締
結
。
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
す
る
冊
子
を
全
町
内
会
に

配
布
し
、
区
役
所
３
カ
所
で

展
示
・
相
談
会
を
開
く
な
ど

し
て
き
た
。

回
覧
板
や
集
金
ア
プ
リ

　
今
回
は
、
町
内
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
や
電
子
回
覧

板
サ
ー
ビ
ス
、
町
内
会
費
の

集
金
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で

行
え
る
ア
プ
リ
を
提
供
す
る

な
ど
し
て
い
る
15
事
業
者
・

団
体
が
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

説
明
。
導
入
へ
向
け
た
個
別

の
相
談
に
も
応
じ
る
。

　
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
午
前
10

時
、
午
後
０
時
15
分
、
２
時

か
ら
各
１
時
間
が
事
業
者
・

団
体
か
ら
の
説
明
（
３
回
と

も
同
内
容
）
。
入
退
場
自

由
。
問
い
合
わ
せ
は
市
市
民

局
地
域
活
動
推
進
課
☎
０
４

５
・
６
７
１
・
３
６
２
４
。

新
任
者
フ
ォ
ロ
ー
の
新
制
度

12
月
改
選
　市
が
負
担
減
へ
導
入

　地
域
住
民
の
生
活
上
の
困

り
ご
と
の
相
談
な
ど
に
対
応

す
る
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
」
が
今
年
12
月
に
一
斉
改

選
を
迎
え
る
。
横
浜
市
は
担

５
月
に
金
沢
区
で
活
動
を
周

知
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
金
沢
区
役
所
提
供
）

い
手
不
足
を
解
消
し
よ
う

と
、
前
任
者
が
新
任
委
員
を

一
定
期
間
フ
ォ
ロ
ー
し
、
負

担
軽
減
を
図
る
「
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度

新
た
に
を
取
り
入
れ
、
委
員

の
な
り
手
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
た
い
考
え
だ
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
、
地
域
の
困
り
ご
と
の
相

談
を
受
け
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
区
役
所
な
ど
関
係
機

関
に
つ
な
ぐ
こ
と
な
ど
を
役

割
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

横
浜
市
で
は
定
数
４
７
４
４

人
に
対
し
、
92
・
８
％
の
４

４
０
５
人
が
委
員
と
な
っ
て

い
る
（
７
月
１
日
時
点
）
。

　３
年
ご
と
に
全
国
で
一
斉

改
選
が
行
わ
れ
、
今
年
12
月

の
新
委
員
委
嘱
に
向
け
て
、

各
地
で
推
薦
な
ど
の
手
続
き

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　新
た
に
導
入
す
る
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

は
、
改
選
の
12
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
、
前
任
者
が
新
任

者
に
同
行
や
助
言
を
す
る
も

の
。
市
健
康
福
祉
局
の
担
当

者
は
「
一
斉
改
選
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
人
の
入
れ
替
わ
り
も

多
く
、
不
安
を
感
じ
る
人
も

多
い
」
と
話
す
。

　同
制
度
は
中
区
が
前
回
改

選
時
に
取
り
入
れ
、
訪
問
対

象
者
と
の
関
係
維
持
な
ど
の

効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

全
市
で
も
取
り
入
れ
る
。
た

だ
、
以
前
か
ら
他
の
支
援
の

仕
組
み
を
進
め
て
い
る
区
や

地
区
も
あ
り
、
新
制
度
導
入

の
判
断
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
任

さ
れ
て
い
る
。

　自
治
会
町
内
会
の
役
員
と

同
様
、
民
生
委
員
の
な
り
手

も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
定

年
制
で
あ
る
こ
と
が
難
し
さ

に
拍
車
を
か
け
る
。
横
浜
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
石
井
マ
サ
子
会
長
は

「
『
民
生
委
員
が
い
な
い
＝

欠
員
』
で
困
る
の
は
地
域
の

住
民
。
地
域
全
体
で
見
守
り

の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
委

員
の
負
担
減
に
も
な
る
」
と

指
摘
す
る
。

民生委員
児童委員

｢

ゆ
る
キ
ャ
ラ｣

で
防
犯
啓
発

戸
塚
区･

吉
田
矢
部
地
区

　
戸
塚
駅
東
口
の
吉
田
町
や

矢
部
町
に
あ
る
10
の
自
治
会

町
内
会
で
構
成
さ
れ
る
吉
田

矢
部
地
区
連
合
会
は
こ
の
ほ

ど
、
地
区
内
で
防
犯
啓
発
に

活
用
す
る
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
地
元
住

民
に
考
え
て
も
ら
う
催
し
を

行
っ
た
。

　
戸
塚
区
で
障
害
者
向
け
の

造
形
教
室
を
主
宰
す
る
白
瀬

綾
乃
さ
ん
が
講
師
を
務
め

た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
「
ど
ん
な

テ
ー
マ
に
す
る
か
」
「
ど
ん

な
特
徴
を
つ
け
る
か
」
な
ど

の
項
目
が
書
か
れ
た
ワ
ー
ク

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
持
つ

参
加
者
ら

シ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
参
加

者
は
楽
し
み
な
が
ら
和
や
か

に
考
案
し
て
い
っ
た
。

　
同
連
合
会
役
員
の
石
黒
芳

樹
さ
ん
は
「
暑
い
中
で
も
、

地
域
の
方
々
に
防
犯
を
意
識

し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
。
来
年
以
降
も
取
り
組

み
た
い
」
と
話
し
た
。

　
参
加
者
に
よ
る
投
票
の
結

果
、
「
さ
す
ま
た
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が

最
も
多
い
を
集
め
た
。
選
ば

れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
実
際

に
吉
田
矢
部
地
区
内
に
立
て

ら
れ
る
防
犯
啓
発
の
た
め
の

の
ぼ
り
に
使
わ
れ
る
。


